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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年2月23日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年2月23日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年2月23日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週初は前週に明らかとなったインド国営銀行での巨額の不正送
金問題が引続き重石となったものの、週半ばには国営銀行の株
価が下げ止まったことで安心感が広がりました。23日は海外株
式市場が堅調となる中でインド株式市場も堅調となり、週間でも
上昇しました。

2月6、7日に行われた金融政策決定会合の議事録が発表さ
れ、一部の委員がタカ派的姿勢だったと受け止められたことか
ら、インド10年国債利回りは上昇（価格は下落）しました。また、
原油価格が再び上昇したことも嫌気されました。

世界的に米ドルを買い戻す動きとなる中で、インド国営銀行の
不正送金問題が投資家心理の重石になったこともあり、ルピー
は対米ドルで下落しました。しかし、円も対米ドルで下落したこと
からルピーは対円では小動きとなり、前週末比では小幅な下落
にとどまりました。

（対象期間：2018/2/19～2/23）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2018/2/16 2018/2/23 変化率

34,010.76 34,142.15 +0.39%

2018/2/16 2018/2/23 変化幅

7.579 7.667 +0.088

2018/2/16 2018/2/23 変化率

1.652 1.651 -0.07%

180226（02）


